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会長報告 本間 克明 会長①

皆さん、おはようございます。
肌寒い中、朝早くから参加をいただき、ありが

とうございます。本日の早朝例会は、社会奉仕委
員会担当のプログラムで、花壇の花植えを行いま
す。花壇づくりの早朝例会、実に３年ぶりに開催
することができ、嬉しく思います。
昨年、一昨年はコロナ禍、社会奉仕委員会のメ

ンバーが中心となり、西会員にお手伝いいただき
ながら、花壇を整備していただきました。改めて
お礼を申しあげます。
これからコスモスが咲き始めるまでの間、この

公園に花壇を整備することで、来園者の目を楽し
ませてくれると思います。

恒例のコスモスフェスタですが、ことしは9月
11日に開催することが決まりました。開催内容
は7月1日に公表予定です。
本日は、社会奉仕委員会指示のもと、よろしく

お願いいたします。

幹事報告 髙橋 義詔 幹事②
１．滝上RCより、IM参加の礼状。

委員会報告
◇大西 孝拡 親睦活動委員長④

本日締切の25日開催の親睦ゴルフ･パークゴル
フですが、ゴルフの参加人数が少ないので、今年
はパークゴルフ一本にします。道具も貸してもら
えるということです。締切を延期しますので、是
非、多くの皆さん、ご家族の方の参加を宜しくお
願いします。

本日のプログラム 花移植
前島 英樹 社会奉仕副委員長③

作業に入る前にラジオ体操を行います。
株式会社西さん⑤から作業の手順について説明

してもらいますので宜しくお願いします。
【作業の模様は2面へ】

【名前等後の○数字は写真とその中の番号】

★開 会 点 鐘：本間 克明 会長
★国 歌：－
★Ｒ ソ ン グ ：－
★四つのテスト：－

第３０２９回例会記録
日時：2022年 ６月 ９日(木)07:00～
会場：太陽の丘･虹のひろば
司会：前島 英樹 ＳＡＡ③
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金の探査について 【1面より】
Japan Gold 株式会社

チーフ･エンジニア 大賀 光太郎 様①
北海道の金山とか、実際の試掘・開発はどうなの

か、経済性の問題まで簡単にお話ししますので、後
でお手元の資料を読んでカバーしていただきたいと
思います。

2012年、鉱業法の改正があり、それまで採掘権
とか試掘権は日本国民しか得られなかったが、外国
資本の会社でも日本法人にすれば、権利を得られる
という法律改正がありました。翌年度、現在の
Japan Gold(株)の大元の会社が設立されました。
親会社はカナダのバンクーバーにあります。

現在、全国に31プロジェクトあります。北海道
は12ブロック、そして、九州が一番ブロックとし
て大きいが面積はちょっと小さいめです。本州でも
3プロジェクトを調査している段階で、中でも北海
道が一番早めに調査を開始しており、試掘＝ボーリ
ングでコアを採集して、その中に金が入ってるかど
うかをチェックする事業について、今のところ北海
道がメインで行っている。大体5月ぐらいから始め
て11月、12月ぐらいまでやって、 1月～4月ぐらい
を九州でいろいろ調査をやったり、試掘をやったり
しているというのが現状です。
試掘本数は北海道が最多で、現在までに旧曙

2016年での世界の金鉱山の平均金含有量は
5g/tと言われています。その時の金の価格は1g
当たり、4,396円であり、現在は1g当たり8,000
円を超えております。
そのようなことから、現在は開発には大変有利

な状況下にはありますが、平均でも20g/t以上の
品位の鉱脈と初期投資を早期に回収できるだけの
鉱量の確認が必要となります。
これまで、隆尾地区では比較的品位の高い鉱脈

が数本確認されており、現在もその広がり等を確
認しております。現在、鉱量計算に必要な試錐計
画を立案中でございます。

最後に、今、我々が一番問題にしてるところは、
もう大学でも、地質技術者など、鉱山技術者の学科
研究室もなくなってきて、後継者の養成が非常に困
難だということがございます。

現在、私どもの会社でも、地質技術者はインドネ
シア、フィリピン、オーストラリア、カナダ、ニュ
ージーランドがメインで、あと日本からの地質屋さ
んは1人、年配者も含めてやっと2人。日本の鉱山
労働者はすでに高齢化。

今後、採掘になったら鉱山労働者をどうしようか
ということが一番の大問題です。


